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平
成
25
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算

　

平
成
25
年
度
は
、
本
町
誕
生
60
周
年
の
前
年
で
あ
り
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計

画
の
前
期
基
本
計
画
の
終
盤
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
施
策
の

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
次
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
確
実
に
創
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
引
き
続
き
、
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
下
の
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
「
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
下
、
人
づ
く
り
を
ベ
ー
ス
に
「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用

・
産
業
」「
地
域
」
の
３
分
野
を
重
点
と
し
て
施
策
を
展
開
し
「
笑
顔
か
が
や
き

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
や
、
中
学
校

の
統
合
に
向
け
た
施
設
整
備
事
業
、
園
芸
作
物
振
興
の
た
め
戦
略
的
園
芸
産
地
拡

大
支
援
事
業
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、
６
次
産
業
化

支
援
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振
興
に
結
び
つ
く
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
減
災
」
を
基
本
と
す
る
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
や
空
き
家
対
策
事
業
、
地
区
公
民
館
耐
震
化
事
業
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
方
法
を
探
る
小
水
力
発
電
実
証
実
験
な
ど
地
域
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
づ
く
り
と
し
て
県
外
の
地
域
と
の
交
流
を
目
的

と
し
た
小
中
学
生
交
流
事
業
、
白
鷹
人
育
成
事
業
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１
．
子
育
て
・
教
育

◆
子
育
て
の
充
実

○
児
童
手
当
支
給
事
業
や
ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
、
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
費
用
助
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

○
新
た
に
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
３
年
生

以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
家
庭
に
お
け
る
第
３
子
以
降
の
子
ど
も

の
保
育
料
を
無
料
化
す
る
「
多
子
世
帯
子
育
て
応
援
事
業
」
を
実
施
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
常
設
型
の
施
設
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
、
未
就
園

児
と
そ
の
家
族
の
交
流
の
促
進
や
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

◆
教
育
の
充
実

○
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
統
合
準
備
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、
各
小

・
中
学
校
間
の
交
流
な
ど
統
合
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
耐
震
補
強
を

含
め
た
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

○
複
式
学
級
の
あ
る
鷹
山
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
統
合
に
向
け
て
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

○
学
校
生
活
支
援
員
等
の
配
置
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
個
々

の
児
童
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
の
方

策
を
講
じ
ま
す
。

○
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
育
成
や
食
習
慣
の
形
成
な

ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し

ま
す
。
併
せ
て
、
平
成
28
年
度
の
民
間
委
託
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

◆
農
業
の
振
興

○
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
と
名
称
が
変

わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
農
業
再
生
協
議
会
を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
深
め
、
農
業
者
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
遊
休
農
地
の
解
消
や
耕
畜
連
携
の
推
進
、
作
業
受
託
組
合
の
活
動
支
援

に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

施
策
の
概
要




